


　
中
也
の
末
弟
・
伊
藤
拾
郎
氏
が
、
平
成
15
年
３
月

19
日
、
心
筋
梗
塞
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
拾
郎
氏
は
、
中
也
没
後
66
年
を
生
き
、
”
兄
様
“と

し
て
の
中
也
を
語
り
つ
づ
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
奔

放
に
生
き
た
兄
中
也
に
反
発
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
い
ま
す
が
、
ど
こ
か
中
也
を
思
わ
せ
る
飄
々

と
し
た
性
格
の
氏
か
ら
語
ら
れ
た
思
い
出
の
数
々
は
、

多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
い
頃
よ

り
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
親
し
み
、
晩
年
に
は
本
格
的
に
練

習
に
取
り
組
み
、
プ
ロ
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏
者
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
し
、
単
独
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
な
ど
、

芸
術
家
と
し
て
の
一
面
も
世
に
示
し
て
い
ま
す
。

　
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

”
兄
様
“
中
也

　
伊
藤
拾
郎
氏
（
旧
姓
中
原
、
昭
和
25
年
に
遠
縁
の

伊
藤
家
と
養
子
縁
組
）
は
、
中
原
医
院
を
営
む
父
謙

助
と
母
フ
ク
の
六
男
と
し
て
大
正
７
年
２
月
13
日
に
、

中
也
、
亜
郎
、
恰
三
、
思
郎
、
呉
郎
に
続
く
６
人
兄

弟
の
末
子
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
11
歳
年
上
の
中
也
は
、
兄
弟
の
中
で
も
”
兄
様
“
と

呼
ば
れ
、
長
男
と
し
て
別
格
に
扱
わ
れ
て
い
た
と
い

い
ま
す
。
拾
郎
氏
が
５
歳
の
と
き
に
は
、
中
也
は
県

立
山
口
中
学
を
落
第
し
京
都
の
立
命
館
中
学
校
に
転

校
し
て
お
り
、
す
で
に
郷
里
を
離
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
折
ふ
ら
り
と
山
口
に
戻
っ
て
く
る
中
也

の
様
子
が
拾
郎
氏
の
記
憶
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、
拾
郎
氏
は
早
稲
田
大
学
に
進
学
す

る
た
め
に
上
京
し
、
市
ヶ
谷
の
中
也
宅
に
し
ば
ら
く

居
候
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
早
稲
田
の
受
験
で
上
京
し
て
約
八
カ
月
ぐ
ら
い
中

也
の
市
ケ
谷
の
家
に
寄
宿
し
て
い
ま
し
た
。（
中
略
）

　
早
稲
田
の
試
験
が
す
ん
で
は
じ
め
て
中
也
が
、

「
東
京
で
一
番
景
色
の
良
い
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行

っ
て
や
ろ
う
。
」
と
東
京
見
物
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
の
が
、
浅
草
、
隅
田
公
園
の
ぽ
ん
ぽ
ん
蒸

気
の
出
る
と
こ
ろ
。
川
の
向
こ
う
岸
に
四
メ
ー
ト

ル
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
大
き
な
「
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
」
の
看
板
が
あ
っ
て
、
公
園
の
ベ
ン
チ
に
腰
か

け
て
、
「
こ
こ
が
東
京
で
一
番
良
い
と
こ
ろ
だ
。

こ
こ
の
夕
方
の
景
色
が
一
番
奇
麗
だ
。
」
と
。
私
は

ポ
カ
ン
と
し
て
、
そ
の
風
景
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

（
「
中
原
中
也
生
誕
90
―
２
年
祭
」
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
―
伊
藤
拾
郎
」
よ
り
）

　
拾
郎
氏
が
思
い
出
す
兄
の
横
顔
は
、
山
口
に
帰
省

し
て
く
る
中
也
と
市
ヶ
谷
時
代
の
中
也
が
中
心
と
な

り
ま
す
が
、
長
兄
と
し
て
振
る
舞
う
中
也
へ
の
反
感

と
は
背
中
合
わ
せ
に
サ
ー
カ
ス
に
出
て
く
る
「
ピ
エ

ロ
の
よ
う
な
哀
愁
」
（
同
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
）
と

い
う
印
象
が
常
に
心
か
ら
消
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た

と
語
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
に
生
き
る

　
一
方
で
、
拾
郎
氏
の
人
生
は
常
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
と

と
も
に
あ
り
ま
し
た
。
氏
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
出
会
い

は
、
ピ
ア
ノ
を
習
う
こ
と
に
反
対
し
た
父
が
代
わ
り

に
与
え
た
１
本
の
複
音
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
し
た
。
兄
た

ち
が
奏
で
る
音
色
に
魅
せ
ら
れ
、
少
年
期
、
青
年
期

を
通
し
て
演
奏
に
熱
中
。
や
が
て
プ
ロ
奏
者
を
志
し

ま
す
が
、
「
中
也
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ま
せ
た
く
な

い
」
と
い
う
母
・
フ
ク
の
言
葉
で
断
念
。
し
か
し
、

朝
日
広
告
社
に
勤
務
し
堅
実
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

を
送
り
な
が
ら
も
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
そ
の
想
い
を
断
ち
切
ろ
う
と
何
度
か
ハ
ー
モ

ニ
カ
を
海
に
投
げ
捨
て
よ
う
と
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ

ー
ド
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
氏
が
再
び
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
真
剣
に
向
か
い
合
っ
た

の
は
、
定
年
退
職
後
の
こ
と
で
し
た
。
本
格
的
な
練

習
は
、
１
日
に
30
分
か
ら
多
い
と
き
は
６
時
間
に
も

及
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
昭
和
56
年
に
国
際
ハ
ー
モ
ニ

カ
テ
ー
プ
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
。
昭
和
61
年
に
は
中

原
中
也
没
後
50
年
記
念
行
事
の
碑
前
祭
で
「
朝
の
歌
」

朗
読
の
伴
奏
を
担
当
し
ま
し
た
。
ま
た
、
歌
人
・
福

島
泰
樹
氏
の
招
き
に
応
じ
数
々
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
42
丁
目
の
キ
ン
グ
ダ
ム
」
に
出
演
、

C
D
「
雪
の
宵
」
を
発
売
す
る
な
ど
年
齢
を
重
ね
る

ご
と
に
活
躍
は
輝
き
を
帯
び
、
哀
愁
を
帯
び
た
演
奏

で
多
く
の
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

文
也
と
拾
郎
氏

市
ヶ
谷
の
中
也
宅
に
下
宿
し
て
い
た
こ
ろ

中也生誕祭「空の下の朗読会」
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２月13日、中原謙助・フクの６男として誕生

この頃、兄たちの吹くハーモニカの音に魅せられ
る。兄思郎に手ほどきを受けてハーモニカに熱中

父謙助の死により家屋を知人の医師に貸し、一
家で萩に移転する

一家で萩から山口に戻る

山口中学卒業

３月、早稲田大学受験のため上京、市ヶ谷の中
也宅に居候する。戸塚の下宿へ移った後も中也
宅に遊びに行く

早稲田大学政経学部経済科卒業

山口の42連隊に歩兵として入隊

当時本土最南端の防衛基地だったマーカス島（南
鳥島）に赴く

復員

兄呉郎が開業した中原医院の事務員となる

山口地方裁判所に就職

遠縁にあたる伊藤家と養子縁組

山口地方裁判所退職。呉郎を頼って長崎へ

長崎市失業対策事業に就労

朝日広告社に入社

同社長崎事務所長就任。以後福岡出張所長・
佐世保支社長・大分支社長を歴任

朝日広告社を定年退職。山口市吉敷に転居し
本格的にハーモニカの練習に取り組む

国際ハーモニカテープコンテスト（複音の部）にお
いて「荒城の月」の演奏で優勝

中原中也没後50年記念行事の碑前祭で「朝の歌」
朗読の伴奏を担当

「福島泰樹短歌絶叫コンサート」に出演。以後、
東京での演奏活動が始まる

渋谷ジァン・ジァンで初めての単独コンサート「伊
藤拾郎ハーモニカ・コンサート 兄・中也に捧げる」
を開く

布施明主演のミュージカル「42丁目のキングダム」
に出演。ＣＤ「雪の宵～わが兄・中原中也、思郎、
呉郎に捧げる～伊藤拾郎ハーモニカの世界」（月
光の会）発売

「伊藤拾郎ハーモニカ・コンサート　雪の宵」を
開く

２月、妻喜久子死去。
３月19日、心筋梗塞のため死去



　
「
療
養
日
誌
」
は
、
中
也
が
千
葉
市
千
葉
寺
町
の

中
村
古
峡
療
養
所
（
現
・
中
村
古
峡
記
念
病
院
）
に

入
院
し
て
い
た
と
き
に
使
用
し
た
日
記
帖
で
す
。

　
昭
和
11
年
11
月
10
日
に
長
男
文
也
が
わ
ず
か
２
歳

で
病
死
。
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
中
也
は
神
経
衰
弱
を
わ

ず
ら
い
、
翌
12
年
１
月
９
日
に
こ
の
療
養
所
に
入
院

し
ま
し
た
。
当
初
は
精
神
科
の
大
部
屋
の
患
者
と
し

て
収
容
さ
れ
、
２
月
１
日
に
神
経
科
の
個
室
に
転
室

し
、
２
月
15
日
に
退
院
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
誌
は
、

精
神
科
に
い
た
時
期
の
後
半
に
当
た
る
１
月
25
日
か

ら
１
月
31
日
の
一
週
間
に
渡
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
療
養
所
院
長
・
中
村
古
峡
は
、
作
業
訓
練
を
中
心

に
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
治
療
を
実
践
し
て
お
り
、

そ
の
治
療
の
一
環
と
し
て
、
療
養
所
の
全
患
者
に
日

誌
を
書
か
せ
、
回
収
し
た
日
誌
に
毎
日
目
を
通
し
、

批
評
や
説
得
を
書
き
込
ん
で
、
患
者
の
手
元
に
返
し

て
い
ま
し
た
。
中
也
の
「
療
養
日
誌
」
も
、
療
養
所

か
ら
配
付
さ
れ
た
ノ
ー
ト
を
使
用
し
た
も
の
で
す
。

大
学
ノ
ー
ト
の
表
紙
に
は
中
也
の
字
で
「
日
誌
」
と

の
み
記
さ
れ
て
お
り
、
中
を
開
く
と
万
年
筆
で
記
さ

れ
た
中
也
の
記
述
に
対
し
、
古
峡
が
赤
色
の
ペ
ン
で

傍
点
や
傍
線
、
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
随
所
に
書
き
添
え

て
い
ま
す
。

　
中
也
の
記
述
は
、
自
身
の
症
状
に
つ
い
て
の
回
想

や
、
作
業
療
法
の
感
想
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

そ
の
中
で
目
を
惹
く
の
は
、
１
月
30
日
の
日
記
で
す
。

久
し
ぶ
り
に
病
室
か
ら
外
に
出
て
作
業
で
汗
を
流
し
、

「
な
ん
だ
か
夢
の
や
う
に
嬉
し
か
つ
た
。
庭
を
掃
く

こ
と
は
元
来
嫌
ひ
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
」
と
感
想

を
述
べ
た
後
に
、
「
俚
謡
（
？
）
一
つ
作
り
ま
し
た
。

ま
だ
俚
謡
は
小
生
生
れ
て
よ
り
二
つ
め
く
ら
ゐ
に
て
、

お
話
に
も
な
に
に
も
な
り
は
致
し
ま
せ
ん
が
、
御
笑

草
に
ま
で
」
と
、
一
篇
の
詩
を
記
し
て
い
る
の
で
す
。

丘
の
上
サ
あ
が
つ
て
、
丘
の
上
サ
あ
が
つ
て
、

 
千
葉
の
街
サ
見
た
ば
、
千
葉
の
街
サ
見
た
ば
ヨ
、

県
庁
の
屋
根
の
上
に
、
県
庁
の
屋
根
の
上
に
ヨ
、

　
緑
の
お
椀
が
一
つ
、
ふ
せ
て
あ
つ
た
。

そ
の
お
椀
に
ヨ
、
そ
の
緑
の
お
椀
に
、

　
雨
サ
降
つ
た
ば
、
雨
サ
降
つ
た
ば
ヨ
、

つ
や
が
ー
出
る
、
つ
や
が
ー
出
る

「
上
サ
」
「
降
つ
た
ば
」
と
い
っ
た
千
葉
の
方
言
を

取
り
入
れ
た
こ
の
詩
は
、
野
外
作
業
を
行
っ
て
い
た

療
養
所
の
小
高
い
丘
の
上
（
道
修
山
）
か
ら
千
葉
の

街
並
み
を
見
渡
し
た
と
き
の
開
放
感
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
す
。
「
療
養
日
誌
」
、
そ
し
て
そ
の
日
誌
に

書
か
れ
た
こ
の
詩
の
発
見
は
、
そ
れ
ま
で
暗
く
捉
え

ら
れ
が
ち
だ
っ
た
療
養
生
活
へ
の
見
方
を
大
き
く
変

え
る
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
詩
を
よ
く
見
る
と
、
古
峡
が
赤
イ
ン

ク
で
傍
点
を
付
け
、
上
段
に
「
県
庁
舎
の
お
椀
は
面

白
い
見
つ
け
所
と
思
ひ
ま
し
た
。
」
と
い
う
コ
メ
ン

ト
を
書
き
加
え
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
古
峡

は
青
年
時
代
に
夏
目
漱
石
の
門
下
で
小
説
家
を
志
し

て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
古
峡
と
中
也
の

文
学
的
な
接
点
を
示
す
と
い
う
点
で
も
、
こ
の
日
誌

は
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
日
記
帖
は
、
平
成
11
年
３
月
、
日
本
大
学
教

授
・
曾
根
博
義
先
生
が
、
中
村
古
峡
記
念
病
院
に
保

管
さ
れ
て
い
る
古
峡
の
遺
品
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
中
村
古
峡
記
念
病
院
理
事
長
・
中
村
周
二
氏

の
ご
好
意
に
よ
り
、
こ
の
度
中
村
古
峡
記
念
病
院
よ

り
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
記
念
館
で
大
切
に
保
管
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

テープカット　

左より中原美枝子氏、石川三知代氏、

合志栄一市長、福田百合子館長

「
療
養
日
誌
」
１
月
30
日
の
記
述

こ
の
日
、詩
「（
丘
の
上
サ
あ
が
つ
て
、丘
の
上
サ
あ
が
つ
て
）」

が
書
か
れ
た

中
原
中
也
「
療
養
日
誌
」
表
紙

　
平
成
14
年
10
月
30
日
か
ら
11
月
24
日
に
開
催
さ
れ

た
企
画
展
は
、
新
資
料
「
療
養
日
誌
」
を
中
心
に
、

中
村
古
峡
の
生
涯
と
中
也
の
晩
年
を
紹
介
し
ま
し
た
。

監
修
は
、
「
療
養
日
誌
」
を
発
見
し
た
曾
根
博
義
先

生
と
『
新
編
中
原
中
也
全
集
』
編
集
委
員
の
佐
々
木

幹
郎
先
生
に
お
願
い
し
、
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
中
村
古
峡
記
念
病
院
の
石
川
三
知

代
氏
、
中
原
家
ご
遺
族
の
中
原
美
枝
子
氏
を
招
き
、

合
志
栄
一
市
長
、
福
田
百
合
子
館
長
と
と
も
に
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
療
養
所
院
長
・
中
村
古
峡
（
１
８
８

１
〜
１
９
５
２
 

本
名
・
蓊
）
の
前
半
生
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　
日
本
精
神
医
学
会
を
創
設
し
、
機
関
誌
「
変
態
心

理
」
の
刊
行
や
、
フ
ロ
イ
ト
や
ユ
ン
グ
の
理
論
を
紹

介
す
る
な
ど
、
日
本
に
お
け
る
心
理
学
・
精
神
医
学

の
黎
明
期
を
担
っ
た
古
峡
で
す
が
、
か
つ
て
は
小
説

家
を
志
す
文
学
青
年
で
し
た
。
東
京
帝
国
大
学
英
文

科
を
卒
業
後
、
東
京
朝
日
新
聞
社
に
入
社
。
夏
目
漱

石
門
下
の
小
説
家
と
し
て
出
発
し
、
朝
日
新
聞
に
連

載
さ
れ
た
長
編
小
説
「
殻
」
で
高
い
評
価
を
受
け
ま

し
た
が
、
そ
の
頃
よ
り
次
第
に
文
学
を
離
れ
、
心
理

学
の
研
究
を
始
め
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
森
田
草
平
や
生
田
長
江
ら
友
人
と
一

高
文
科
時
代
に
発
行
し
た
回
覧
雑
誌
「
夕
づ
ゝ
」
や
、

漱
石
か
ら
贈
ら
れ
た
署
名
本
な
ど
、
文
学
史
上
で
も

貴
重
な
資
料
と
さ
れ
る
古
峡
の
青
春
時
代
の
遺
品
を

展
示
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
中
村
古
峡
療
養
所
の
中
也
の
療
養
生
活
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
中
也
が
入
院
し
た
当
時
の
中
村
古
峡
療
養
所
は
開

設
か
ら
四
年
目
を
迎
え
、
で
き
る
だ
け
薬
を
使
用
せ

ず
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
励
行
と
、
作
業
療
法

を
中
心
と
し
て
い
ま
し
た
。
入
院
期
間
中
に
中
也
が

記
し
た
「
療
養
日
誌
」
と
「
千
葉
寺
雑
記
」
の
２
冊

の
ノ
ー
ト
の
記
述
を
た
ど
り
な
が
ら
、
中
也
の
38
日

間
に
及
ぶ
療
養
生
活
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
昭
和
12
年
２
月
15
日
に
中
村
古
峡
療
養
所
を
退
院

し
た
中
也
は
、
文
也
の
思
い
出
が
残
る
東
京
市
ヶ
谷

の
自
宅
を
去
り
、
鎌
倉
寿
福
寺
境
内
に
転
居
し
て
い

ま
す
。
山
口
へ
の
帰
郷
を
考
え
て
い
た
中
也
は
、
９

月
に
第
二
詩
集
『
在
り
し
日
の
歌
』
の
編
集
を
済
ま

せ
、
原
稿
を
小
林
秀
雄
に
託
し
ま
し
た
が
、
結
核
性

脳
膜
炎
を
発
病
し
、
10
月
22
日
に
鎌
倉
養
生
院
で
急

逝
。
中
村
古
峡
療
養
所
を
退
院
し
て
か
ら
わ
ず
か
８

ヶ
月
後
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
中
也
と
古
峡
の
そ
れ
ぞ
れ
の
晩
年
と
、

平
成
11
年
に
「
療
養
日
誌
」
が
発
見
さ
れ
た
と
き
の

新
聞
記
事
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
晩
年
の
傑

作
の
ひ
と
つ
「
春
日
狂
想
」
の
詩
を
壁
一
面
に
展
示

し
ま
し
た
。

愛
す
る
も
の
が
死
ん
だ
時
に
は
、

自
殺
し
な
け
あ
な
り
ま
せ
ん
。

愛
す
る
も
の
が
死
ん
だ
時
に
は
、

そ
れ
よ
り
他
に
、
方
法
が
な
い
。

け
れ
ど
も
そ
れ
で
も
、
業
（
？
）
が
深
く
て
、

な
ほ
も
な
が
ら
ふ
こ
と
と
も
な
つ
た
ら
、

奉
仕
の
気
持
に
、
な
る
こ
と
な
ん
で
す
。

奉
仕
の
気
持
に
、
な
る
こ
と
な
ん
で
す
。

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
始
ま
る
こ
の
詩
に
、
文
也
の
死
、

中
村
古
峡
療
養
所
へ
の
入
院
な
ど
様
々
な
出
来
事
を

経
て
結
実
し
て
い
っ
た
中
也
の
詩
世
界
を
来
館
者
の

方
に
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
き
ょ
う

し
げ
る



　
中
也
と
親
交
の
あ
っ
た
竹
田
鎌
二
郎
の
ご
子
息
・

竹
田
巌
氏
よ
り
、
竹
田
鎌
二
郎
が
生
前
に
綴
っ
た
日

記
帖
11
冊
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
資
料

は
、
昭
和
53
年
、
竹
田
家
の
天
井
裏
か
ら
発
見
さ
れ

た
も
の
で
す
。
以
前
よ
り
記
念
館
に
ご
寄
託
い
た
だ

い
て
い
た
鎌
二
郎
宛
中
也
書
簡
、
鎌
二
郎
宛
青
山
二

郎
書
簡
、
青
山
二
郎
の
『
山
羊
の
歌
』
表
紙
装
丁
下

書
稿
な
ど
も
、
同
じ
く
天
井
裏
か
ら
発
見
さ
れ
た
も

の
で
す
が
、
こ
の
度
こ
れ
ら
の
資
料
も
、
日
記
帖
と

と
も
に
ご
寄
贈
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
竹
田
鎌
二
郎
（
１
９
０
１
〜
１
９
７
２
）
は
、
麻

生
中
学
校
を
経
て
早
稲
田
大
学
に
進
学
し
ま
す
が
中

退
。
報
知
新
聞
社
に
勤
務
後
、
昭
和
７
年
夏
頃
か
ら

同
９
年
７
月
ま
で
四
谷
区
番
衆
町
８
番
地
で
喫
茶
店

「
欅
」
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
自
由
な
生
活
を
送

り
、
木
版
画
彫
刻
師
、
刷
り
師
で
あ
る
一
方
、
小
説

家
を
志
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
世
に
出
る
機
会
に
は

恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
骨
董
蒐
集
家
の
青
山
二
郎
と
は
、
中
学
以
来
の
親

友
で
、
中
也
と
の
出
会
い
は
、
青
山
を
介
し
て
で
し

た
。
昭
和
６
年
５
月
５
日
の
日
記
帖
に
は
、
青
山
の

家
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
「
新
し
い
人
ひ
と
り
居
た
。

天
才
の
よ
し
。
」
と
あ
り
、
中
也
を
「
天
才
」
と
表

し
て
い
ま
す
が
、
同
月
19
日
の
記
述
に
は
、
「
青
山

へ
寄
る
又
中
原
居
る
。
あ
い
つ
は
あ
れ
ぎ
り
し
か
偉

く
な
ら
な
い
奴
で
は
あ
る
ま
い
か
、
将
棋
は
大
物
云

い
に
な
り
。
」
と
あ
り
、
鎌
二
郎
の
中
で
も
中
也
へ

の
評
価
が
揺
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
そ
の
後
、
中
也
は
よ
く
鎌
二
郎
の
家
に
遊
び
に
い

き
、
鎌
二
郎
も
中
也
に
親
し
み
ま
し
た
。
昭
和
８
年

12
月
に
中
也
が
結
婚
し
、
青
山
が
住
む
四
谷
区
花
園

町
の
花
園
ア
パ
ー
ト
に
引
っ
越
し
て
か
ら
は
、
青
山

や
大
岡
昇
平
ら
と
文
学
談
義
を
や
り
あ
っ
た
り
、
毎

日
の
よ
う
に
連
れ
立
っ
て
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
り
す

る
な
ど
、
中
也
の
名
が
し
ば
し
ば
日
記
に
登
場
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
日
記
に
は
、
「
中
原
来
て
夜
ま

で
、
中
原
に
居
ら
れ
る
の
も
嫌
、
帰
へ
ら
れ
る
の
も

嫌
、
変
な
心
持
で
す
、
中
原
帰
へ
つ
た
ら
当
分
変
な

心
持
、
中
原
に
済
ま
ぬ
と
云
ふ
心
持
な
り
、（
昭
和
９
年

10
月
８
日
の
記
述
）
」
と
、
素
直
な
心
持
ち
が
綴
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
中
也
に
関
す
る
記
述
は
、
中
也
の
長
男
文
也
が
病

死
し
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
中
也
が
入
院
す
る
あ
た
り

で
途
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
鎌
二
郎
の
日
記
は
、

若
か
り
し
日
の
文
学
者
た
ち
の
姿
を
実
に
生
き
生
き

と
写
し
取
っ
て
い
る
の
で
す
。

「末黒野」とアルバムを寄贈される和田健氏（左）と

福田百合子館長 竹田鎌二郎日記

　
平
成
15
年
１
月
30
日
、
中
原
中
也
記
念
館
常
設
展

示
室
に
お
い
て
、
山
口
県
詩
人
懇
話
会
顧
問
を
務
め

て
お
ら
れ
る
詩
人
・
和
田
健
氏
か
ら
、
歌
集
「
末
黒

野
」
と
、
昭
和
40
年
に
山
口
市
内
・
高
田
公
園
に
設

置
さ
れ
た
「
帰
郷
」
の
詩
碑
の
除
幕
式
写
真
な
ど
を

ま
と
め
た
ア
ル
バ
ム
１
冊
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
「
末
黒
野
」
は
、
中
原
中
也
と
宇
佐
川
紅
萩
（
本

名
・
正
明
、
別
号
・
山
川
千
冬
）
、
吉
田
緒
佐
夢
（
本

名
・
理
、
別
号
・
翠
泡
）
の
３
人
に
よ
っ
て
大
正
11

年
に
出
版
さ
れ
た
私
家
版
の
合
同
歌
集
で
、
中
也
の

文
学
的
出
発
点
と
い
え
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
中
也
が
短
歌
を
始
め
た
の
は
、
山
口
師
範
学
校
附

属
小
学
校
５
年
生
の
と
き
に
出
会
っ
た
師
範
学
校
教

生
・
後
藤
信
一
の
影
響
で
し
た
。
６
年
生
の
と
き
に

は
、
雑
誌
「
婦
人
画
報
」
に
投
稿
し
、
次
選
と
し
て

入
選
。
さ
ら
に
県
立
山
口
中
学
に
入
学
し
た
大
正
９

年
以
降
は
、
ま
す
ま
す
作
歌
に
熱
中
し
、
山
口
県
の

地
方
紙
「
防
長
新
聞
」
歌
壇
欄
の
常
連
投
稿
者
と
し

て
名
を
連
ね
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
「
防
長
新
聞
」

の
若
手
記
者
だ
っ
た
吉
田
と
、
中
学
の
上
級
生
に
あ

た
る
宇
佐
川
と
知
り
合
っ
た
の
も
、
同
紙
主
催
の
短

歌
会
を
通
し
て
で
し
た
。
「
末
黒
野
」
は
、
元
々
、

吉
田
の
「
木
蓮
集
」
と
宇
佐
川
の
「
銀
杏
集
」
の
み

を
収
録
し
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
宇
佐
川

の
歌
数
が
少
な
く
１
頁
半
の
余
白
が
で
き
た
た
め
に
、

中
也
の
28
首
の
歌
が
「
温
泉
集
」
と
し
て
収
録
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
中
也
が
後
に
「
詩
的
履
歴
書
」
で
「
少
し
は
売
れ

た
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
「
末
黒
野
」
の

頒
価
は
二
十
銭
で
、
県
外
か
ら
の
注
文
も
あ
り
、
好

評
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
日
現
存
が
確

認
さ
れ
て
い
る
の
は
和
田
氏
が
所
有
さ
れ
て
い
た
１

冊
の
み
で
し
た
。
戦
後
知
人
か
ら
こ
の
歌
集
を
譲
り

受
け
、
大
切
に
保
管
し
て
こ
ら
れ
た
氏
は
、
今
回
の

寄
贈
に
つ
い
て
、
「
米
寿
記
念
と
し
て
寄
贈
し
ま
し

た
。
帰
る
べ
き
と
こ
ろ
に
中
也
が
帰
っ
た
と
い
う
感

じ
で
す
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

か
ま
じ
ろ
う

け
や
き
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刻
家
で
あ
り
中
也
の
友
人
で
あ
っ
た
高
田
博

厚
（
１
９
０
０
〜
１
９
８
７
）
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
た
特
別
展
を
平
成
14
年
７
月
31
日
か
ら
９
月

29
日
に
か
け
て
開
催
し
ま
し
た
。
監
修
は
佐
々
木
幹

郎
先
生
（
『
新
編
中
原
中
也
全
集
』
編
集
委
員
）
に

お
願
い
し
ま
し
た
。

　
中
原
家
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
中
原
中
也
像
」
、

新
し
く
館
蔵
資
料
に
加
わ
っ
た
「
古
在
由
直
像
」
、

そ
し
て
福
井
市
美
術
館
が
所
蔵
す
る
「
高
村
光
太
郎

像
」
「
佐
藤
春
夫
像
」
「
宮
沢
賢
治
像
」
「
萩
原
朔

太
郎
像
」
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
像
」
と
い
っ
た
高
田

の
人
物
像
の
代
表
作
７
点
と
と
も
に
、
高
田
の
生
涯

と
作
品
の
世
界
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
高
田
が
古
谷
綱
武
を
通
し
て
中
也
と
知
り
合
っ
た

の
は
昭
和
４
年
の
こ
と
で
し
た
。
毎
日
自
分
の
ア
ト

リ
エ
を
訪
ね
て
く
る
中
也
の
詩
に
深
く
感
心
し
た
高

田
は
、
雑
誌
「
生
活
者
」
へ
の
発
表
を
促
し
ま
す
。

当
時
、
中
也
は
外
務
書
記
生
と
な
っ
て
フ
ラ
ン
ス
へ

行
く
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
し
た
が
、
東
京
外
国
語
学

校
の
入
学
資
格
を
得
る
た
め
に
中
央
大
学
予
科
へ
の

編
入
学
を
薦
め
た
の
も
高
田
で
し
た
。

　
昭
和
５
年
、
高
田
は
ア
ト
リ
エ
で
中
也
を
モ
デ
ル

に
し
て
小
さ
な
肖
像
を
制
作
し
、
翌
年
単
身
で
フ
ラ

ン
ス
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
下
の

動
乱
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
き
抜
き
、
高
田
が
再
び
日

本
に
戻
っ
た
の
は
昭
和
32
年
。
既
に
中
也
は
故
人
と

な
り
、
中
也
の
肖
像
も
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
翌
年
、
高
田
は
残
さ
れ
た
肖
像
の
写
真
を
頼
り

に
再
び
中
也
像
制
作
に
取
り
か
か
っ
た
の
で
す
。

　
昭
和
５
年
に
制
作
さ
れ
た
中
也
像
は
、
現
在
で
は

坂
本
萬
七
が
撮
影
し
た
写
真
で
し
か
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
写
真
と
、
昭
和
33

年
に
改
め
て
制
作
さ
れ
た
中
也
像
と
を
見
比
べ
て
み

る
と
、
こ
の
二
つ
の
頭
像
は
ど
こ
か
面
差
し
が
異
な

っ
て
い
ま
す
。

「
高
田
は
単
に
外
形
だ
け
を
形
づ
く
る
の
で
は
な
く
、

形
に
し
る
し
づ
け
ら
れ
て
い
る
精
神
を
も
形
づ
く
る

本
当
の
芸
術
家
で
す
。
彼
は
指
で
思
索
す
る
」
と
、

文
豪
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
が
賞
賛
し
た
よ
う
に
、
つ
く

っ
て
は
壊
す
こ
と
を
幾
度
も
繰
り
返
し
、
粘
土
と
の

格
闘
の
末
に
高
田
が
生
み
出
し
た
肖
像
は
、
モ
デ
ル

の
内
面
を
如
実
に
物
語
る
だ
け
で
な
く
、
高
田
自
身

の
精
神
の
集
約
で
あ
り
、
思
索
そ
の
も
の
で
し
た
。

今
私
は
（
中
略
）
も
う
一
度
中
原
の
首
を
作
っ
て

い
る
。
あ
れ
か
ら
三
十
年
た
っ
た
か
ら
、
す
こ
し

は
ま
し
な
も
の
が
で
き
る
と
思
い
な
が
ら
。
中
原

は
誰
に
向
か
っ
て
も
先
輩
だ
っ
た
。
私
に
と
っ
て

も
先
輩
で
あ
る
。

　
　
　
（
朝
日
新
聞
社
『
人
間
の
風
景
』
よ
り
「
中
原
中
也
」
）

　
長
い
時
を
経
て
再
び
つ
く
ら
れ
た
中
也
像
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
生
活
を
通
し
て
記
憶
の
中
の
中
也
を
見
つ

め
直
し
た
一
彫
刻
家
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
展
示
会
場
で
は
、
昭
和
５
年
作

「
中
原
中
也
像
」
の
写
真
版
と
、
昭
和
33
年
作
「
中

原
中
也
像
」
と
を
並
べ
、
来
館
者
の
皆
様
に
両
者
を

比
較
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
高
田
と
中
也
の
友
情
の

軌
跡
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
展
示
し
ま
し

た
。

台
文
学
館
は
、
平
成
１１
年
３
月
の
開
館
以
来
、

宮
城
・
仙
台
ゆ
か
り
の
文
学
に
関
す
る
資
料

の
継
承
・
保
存
と
と
も
に
、
地
域
の
文
学
活
動
の
拠

点
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
土
井
晩
翠
・
島
崎
藤
村
な
ど
、
郷
土
ゆ
か

り
の
文
学
者
を
紹
介
す
る
常
設
展
示
の
ほ
か
、
年
に

五
回
の
特
別
展
及
び
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

特
に
毎
年
春
と
秋
に
開
催
す
る
特
別
展
は
、
郷
土
の

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
幅
広
い
テ
ー
マ
で
展
示
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

　
平
成
１４
年
度
秋
の
特
別
展
で
は
、
９
月
７
日
か
ら

１０
月
２０
日
ま
で
「
中
原
中
也
展
〜
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た

悲
し
み
に
…
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
中
原
美
枝
子
氏

と
中
原
中
也
記
念
館
に
は
、
展
示
資
料
を
始
め
、
様
々

な
面
で
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
期

中
は
五
、
三
二
九
人
の
観
覧
者
を
数
え
ま
し
た
が
、

十
代
、
二
十
代
の
年
齢
層
が
多
か
っ
た
こ
と
も
特
徴

的
で
し
た
。

　
展
示
は
〈
中
也
の
生
涯
〉
〈
中
也
詩
の
世
界
〉
〈
中

也
の
交
友
〉
の
三
つ
の
テ
ー
マ
で
構
成
し
ま
し
た
。

普
段
見
ら
れ
な
い
中
也
の
自
筆
原
稿
や
日
記
・
書
簡

を
、
来
館
者
の
方
々
は
興
味
深
く
観
覧
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
今
回
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
も
ご
協
力

頂
き
、
旧
制
二
高
に
学
び
、
仙
台
に
縁
の
深
い
富
永

太
郎
の
手
帳
や
書
簡
・
絵
画
・
原
稿
な
ど
を
展
示
し

ま
し
た
。
中
也
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
夭
折
詩
人

の
存
在
を
初
め
て
知
り
、
興
味
が
湧
い
た
と
い
う
反

響
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
の
展
示
の
大
き
な
ね
ら
い
は
、
来
館
者
の
方
々

に
、
中
也
の
詩
の
魅
力
に
出
会
っ
て
頂
く
こ
と
で
し

た
。
こ
の
展
示
を
見
た
後
、
も
っ
と
中
也
の
詩
を
読

み
た
い
、
と
思
っ
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
、
資
料
展

示
の
他
に
、
中
也
の
代
表
的
な
詩
を
引
用
し
た
デ
ザ

イ
ン
パ
ネ
ル
の
展
示
や
、
朗
読
Ｃ
Ｄ
及
び
詩
と
風
景

を
あ
わ
せ
た
イ
メ
ー
ジ
映
像
（
職
員
製
作
）
を
流
す

な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
展
示
室
の
み
な

ら
ず
、
会
期
中
は
館
全
体
を
、
中
也
一
色
に
染
め
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
館
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
、
詩

の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。
会
期
終
了
後
、
こ
の

パ
ネ
ル
を
希
望
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
試
み

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
八
十
枚
程
の
パ
ネ
ル
に
対
し
て
、

三
百
人
の
方
々
か
ら
応
募
が
寄
せ
ら
れ
て
抽
選
と
な

っ
た
の
に
は
、
職
員
一
同
驚
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
書
店
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
展
示
の

告
知
を
兼
ね
て
、
中
原
中
也
関
連
書
籍
の
ブ
ッ
ク
フ

ェ
ア
を
会
期
中
に
組
ん
だ
と
こ
ろ
、
同
書
店
の
新
潮

文
庫
『
中
原
中
也
詩
集
』
が
、
そ
の
時
期
の
文
庫
売

り
上
げ
ベ
ス
ト
１０
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
こ
と
も
思
い

が
け
な
い
出
来
事
で
、
現
代
に
生
き
る
中
原
中
也
の

魅
力
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

展
示
を
見
た
人
た
ち
が
、
そ
の
後
中
也
の
詩
を
さ
ら

に
深
く
読
み
味
わ
っ
て
く
だ
さ
る
と
し
た
ら
、
こ
れ

ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
展
示
室
で
ご
紹
介
し
た
詩
の
パ
ネ
ル
の
一
部
は
、

今
、
中
原
中
也
記
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
仙
台
文
学
館
で
開
催
し
た
中
原
中
也
展

の
痕
跡
が
、
そ
の
故
里
で
生
き
続
け
て
い
る
の
を
、

展
示
を
担
当
し
た
者
と
し
て
、
心
か
ら
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

「中原中也展　汚れつちまつた悲しみに…」
 展示室

昭
和
33
年
作
中
原
中
也
像

昭
和
5
年
作
中
原
中
也
像

仙彫

第８号

定
価
　
２
、０
０
０
円（
税
込
）

問
い
合
わ
せ
◎
中
原
中
也
記
念
館

電
話
　
　
　
０
８
３
―
９
３
２
―
６
４
３
０

フ
ァ
ッ
ク
ス
　
０
８
３
―
９
３
２
―
６
４
３
１

モ

ド

レ

エ
ス
プ
リ



右
よ
り
中
原
美
枝
子
氏
、福
田
百
合
子
館
長
、三
本
八
重
さ
ん

4月7日

28日

29日

5月29日

6月8日

7月31日

8月31日

9月7日

9月8日

10月2日

22日

23日

30日

11月9日

27日

12月7日

2003年

1月11日

29日

30日

2月18日

22日

23日

3月31日

詩のボクシング山口大会本大会

（於　ぱるるプラザ山口）

ゲスト：清水ミチコ　チャンピオン：前川和雄

中原中也記念館運営協議会

（於　ぱるるプラザ山口）

第7回中原中也賞贈呈式及び記念企画

（於　ぱるるプラザ山口）

受賞詩集　日和聡子『びるま』（私家版）

記念企画「中也を民謡で唄う」

出演：伊藤多喜雄、佐々木幹郎

第6回中原中也賞英訳本詩集贈呈

アーサー・ビナード『釣り上げては』

中原中也生誕祭「空の下の朗読会」

（於　中原中也記念館前庭）

出演：小室等、伊藤多喜雄　他

小企画展

「山口の歌人　小川五郎」（～7月28日）

中原中也の会第6回研究集会「宮沢賢治と中原中也」

（於　東京・日本近代文学館）

総合司会：鈴村一成

●対談：中村稔×いいだもも

「「銀河鉄道の夜（賢治）」と「夜汽車の食堂（中也）」を

めぐって」

●集中討議：入沢康夫×北川透

「〈心象スケッチ〉と〈名辞以前〉をめぐって―中原中也

から見た宮沢賢治」

特別展

「二つの中也の首―彫刻家・高田博厚の極限のフォルム」

（～9月29日）

「中原中也研究」第7号発行

中原中也の会理事会（於　ホテルニュータナカ）

中原中也の会第7回大会（於 　ホテルニュータナカ）

●シンポジウム

「中原中也・故郷と信仰」

パネリスト：笠原芳光、倉橋健一、山本哲也

司会：二木晴美

●講演

加藤周一「中原中也と高田博厚」

佐藤泰正「近代文学とキリスト教―中原中也の位置」

中原中也の会第3回セミナー

（於　ホテルニュータナカ及び中原中也記念館）

●小講演及び展示解説

佐々木幹郎「二つの中也の首―彫刻・高田博厚の極限

のフォルム」

小企画展

「長男文也、誕生のころ」（～10月27日）

中也命日・墓参り

企画展に先立ち、寄贈資料『療養日誌』を報道公開。

企画展

「丘の上サあがつて―中村古峡と中原中也」（～11月24日）

山口市表彰感謝状授与（千葉・中村古峡記念病院へ）

（於　中原中也記念館）

公開講座

曾根博義「漱石・古峡・中也」

（於　ホテルニュータナカ）

小企画展

「加藤曙見書作展　私の上に降る雪　中原中也を書く」

（～1月26日）

中原中也記念館運営協議会

（於　ホテルニュータナカ）

中原中也記念館展示検討委員会

（於　ホテルニュータナカ）

中原中也の会理事会

（於　東京・東京ガーデンパレス）

小企画展

「大正末期から昭和初期の文芸雑誌」（～3月30日）

和田健氏より歌集「末黒野」、

アルバム「中也詩碑設置」の寄贈を受ける。

開館9周年（同日無料開放）

第8回中原中也賞選考委員会（於　西村屋）

受賞詩集　中村恵美『火よ！』

中原中也記念館展示検討委員会（於　ホテルニュータナカ）

「中原中也記念館館報」第8号発行

新収蔵庫完成

 小企画展
「加藤曙見書作展　
   私の上に降る雪　中原中也を書く」

●  

開
館
九
年
目

・「23年前に教科書で読まされた「とほりかかつた小舟の中で船頭がその女房に向

かつて何かを云つた。――その言葉は、聞き取れなかった。浪の音がひときはきこ

えた。（「心象」）」というのがまだ残っています。」　　　　　　　５月　Ｓさん

・「私のあこがれの中也のふるさと山口にやって来ました。今まで来られなかったけど、

ここで生まれ育ったのだと思うと今日ここに来て本当に良かったと思います。彼の

作品を今まで読み続けてきましたが、ふるさとに対する彼の思いを改めて深く知り

ました。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８月　Ｙさん

・「初めて中を拝見しました。学校の授業でしか知らなかった中也を一歩踏み込ん

で知ることができました。詩集を今一度読み直してみます。」　　　10月　Ｕさん

・「高校生の頃、今から20年前か…。教科書に載っていた「月夜の浜辺」にショック

を受けて以来、今でも中也の詩はほとんどそらんじています。今日はやっとここへ

来ることができました。感無量。」　　　　　　　　　　　　　　11月　Ｋさん

・「あなたの事が大好きでした!!　夢の中にまで出て来て驚きました。あこがれの

中也様。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月　無記名さん

・「放浪の途中、中也の詩を知った。ここに来たくなった。来てよかった。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月　Ｔさん

・「香川で中学国語教師をしています。先日「月夜の浜辺」の研究授業を行いまし

たが、この中也の世界をどう伝えればよいのかと、再び考え込んでしまいました。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無記名さん

・「この場所に出会えてよかったです。あなたの事が好きになりました」　　　Ｎさん

　
平
成
14
年
９
月
18
日
、
記
念
館
は
開
館
以
来
35
万
人

目
の
入
館
者
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
６
年
２
月
18
日
の

開
館
以
来
、
８
年
７
カ
月
で
の
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

35
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
山
口
市
内
在
住
の
三
本
八

重
さ
ん
で
す
。
「
詩
が
好
き
で
興
味
は
あ
っ
た
の
で
す

が
、
い
つ
で
も
来
ら
れ
る
と
思
っ
て
近
く
に
住
ん
で
い

な
が
ら
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
福
田
百
合
子
館
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
中
也

の
義
妹
・
中
原
美
枝
子
さ
ん
か
ら
も
中
原
中
也
の
写
真

集
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。



成
13
年
12
月
１
日
か
ら
平
成
14
年
11
月
30

日
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
現
代
詩
の
詩
集
３

８
６
点
（
う
ち
推
薦
作
品
23
冊
、
応
募
と
重
複
16

冊
）
が
寄
せ
ら
れ
、
平
成
15
年
２
月
22
日
、
応
募

作
品
の
中
か
ら
最
終
選
考
作
品
と
し
て
選
ん
だ
７

詩
集
を
対
象
に
、
山
口
市
内
の
旅
館
西
村
屋
で
選

考
会
が
開
催
さ
れ
た
結
果
、
第
８
回
中
原
中
也
賞

に
は
、
中
村
恵
美
さ
ん
の
『
火
よ
！
』
（
書
肆
山

田
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

　
受
賞
作
『
火
よ
！
』
に
収
め
ら
れ
た
作
品
は
、

対
象
に
作
者
が
問
い
か
け
、
そ
の
問
い
か
ら
イ
メ

ー
ジ
を
引
き
出
し
、
次
々
に
イ
メ
ー
ジ
を
変
化
、

展
開
さ
せ
て
、
柔
ら
か
な
構
造
体
と
し
て
の
対

象
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作

者
の
独
自
性
が
中
原
中
也
賞
を
贈
る
に
ふ
さ
わ

し
い
と
評
価
さ
れ
た
の
で
す
。

　
中
村
さ
ん
は
「
受
賞
し
た
こ
と
に
驚
い
て
い

ま
す
。
大
学
在
学
中
に
現
代
詩
を
知
り
書
き
始
め
、

言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
立
ち
上
げ
て
い
く
と
い

う
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
詩
作
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
詩
集
に
光
を
当
て
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

◎送付先
〒７５３－００５６
山口市湯田温泉一丁目１１－２１
中原中也記念館気付
「中原中也賞事務局」　行

【発表】
平成１６年（２００４年）２月の選考会終了後、
報道機関を通じて発表します。

4月29日

5月28日

31日

7月30日

9月  3日

  
6日

7日

10月15日

10月22日

12月  1日

2004年

2月18日

22日

中原中也生誕祭「空の下の朗読会」
（於　中原中也記念館前庭）

小企画展「追悼　伊藤拾郎展」
（～７月27日）

中原中也の会第７回研究集会
（於　彩の国さいたま芸術劇場）

小企画展「中原中也～和本デジタル
文庫～」（～８月31日）

企画展「青いソフトに―北原白秋と
中原中也」（～10月13日）

中原中也の会第８回大会
（於　山口市）

第４回セミナー（於　山口市）

小企画展「四谷花園アパート時代―
竹田鎌二郎日記より―」
（～11月30日）

中也命日・墓参り

展示リニューアルのため休館
（～２月21日）

開館10周年

展示リニューアルオープン

平

【
対
象
】

平
成
14
年
12
月
1
日
か
ら

平
成
15
年
11
月
30
日
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た

現
代
詩
の
詩
集（
奥
付
の
刊
行
年
月
日
に
よ
る
）

【
応
募
締
切
】

平
成
15
年
12
月
16
日（
当
日
消
印
有
効
） 

【
正
賞
】

受
賞
詩
集
を
英
訳
本
と
し
て
出
版
し
ま
す
。

【
副
賞
】

1
0
0
万
円

【
選
考
委
員
】

荒
川
洋
治

井
坂
洋
子

北
川
透

佐
々
木
幹
郎

佐
藤
泰
正

中
村
稔
　
　〈
五
十
音
順
〉

【
応
募
方
法
】

著
者
本
人
が
、同
じ
詩
集
を
三
部
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
中
原
中
也
賞
応
募
」
と

明
記
の
上
、本
名
、郵
便
番
号
、住
所
、電
話
番

号
を
記
入
し
た
も
の
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。


